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　3月22日、湯沢市市制施行10周年記念式典が
湯沢文化会館で開催されました。
　式典では、功労者表彰や感謝状の贈呈が行われ
たほか、これまで制定されていなかった「市の花・
木・鳥」が発表されました。また、市内中学校吹
奏楽部生徒による記念演奏も行われました。
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三
月
二
十
二
日
、
湯
沢
文
化
会
館
に
お
い

て
「
湯
沢
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
秋
田
県
副
知
事
の
ほ
か
県
選

出
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
近
隣

の
市
町
村
、
ま
た
姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道

釧
路
市
や
宮
城
県
、
山
形
県
か
ら
も
首
長
や

議
会
議
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
十
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま

し
た
。

　
齊
藤
市
長
は
式
辞
で
「
十
周
年
と
い
う
節

目
は
、
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

新
た
な
出
発
を
期
す
る
日
で
も
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
、
人
口
減
少
対
策
や
社

会
基
盤
の
整
備
、
行
財
政
改
革
の
一
層
の
推

進
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
十
年
の
歩
み
を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
し
て
い
た
だ

け
る
湯
沢
市
と
な
る
よ
う
、
判
断
を
誤
る
こ

と
な
く
市
政
の
推
進
を
図
り
た
い
」
と
湯
沢

市
の
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
長
が
地
方
自
治
な
ど
各
方
面

で
功
績
を
残
さ
れ
た
六
人
に
功
労
者
顕
彰
を
、

日
頃
か
ら
献
身
的
な
社
会
活
動
を
さ
れ
て
い

る
九
人
三
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
市
の

花
・
木
・
鳥
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
市
内
の
七
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
記
念
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
式
典

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

湯
沢
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

『
十
年
の
歩
み
と
湯
沢
市
の
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
』
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【
地
方
自
治
の
進
展
】

藤
原　

一
男
さ
ん

　

松
岡
字
外
堀

ふ
じ
わ
ら

か
ず
お

【
地
方
自
治
の
進
展
】

【
地
方
自
治
の
進
展
】

◆
功
労
者

◆
感
謝
状
贈
呈
者

◆
市
の
花
・
木
・
鳥

永
井　

邦
右
さ
ん

　

字
内
舘
町

な
が
い

く
に
す
け

鈴
木　

俊
夫
さ
ん

　

山
田
字
上
堂
ケ
沢

す
ず
き

と
し
お

【
産
業
の
振
興
・
民
生
の
安
定
】

【
民
生
の
安
定
】

【
教
育
の
発
展
】

石
川　

裕
子
さ
ん

　

岩
崎
字
岩
崎

い
し
か
わ

ゆ
う
こ

小
野
崎　

幾
之
助
さ
ん

　

表
町
三
丁
目

お
の
ざ
き

い
く
の
す
け

髙
久　

臣
一
さ
ん

　

湯
ノ
原
二
丁
目

た
か
く

し
ん
い
ち

○
元
湯
沢
市
消
防
団
長

　
　

奥
山　

利
八

　
　

（
田
町
二
丁
目
）

○
元
湯
沢
市
観
光
物
産
団
体
連

　

合
会
会
長

　
　

小
原　

新
治

　
　

（
湯
ノ
原
一
丁
目
）

○
前
湯
沢
市
消
防
団
長

　
　

金
子　

哲
雄

　
　

（
桑
崎
字
平
城
）

○
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

　

議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　

佐
々
木　

詔
雄

　
　

（
埼
玉
県
川
口
市
）

○
湯
沢
市
食
生
活
改
善
推
進
協

　

議
会
会
長

　
　

佐
藤　

喜
美
子

　
　

（
稲
庭
町
字
大
森
沢
）

○
湯
沢
市
防
犯
指
導
隊
長

　
　

佐
貫　

鐡
夫

　
　

（
田
町
一
丁
目
）

○
前
湯
沢
市
文
化
財
保
護
審
議

　

会
会
長

　
　

土
田　

章
彦

　
　

（
元
清
水
三
丁
目
）

○
前
湯
沢
市
社
会
教
育
委
員
会

　

議
議
長

　
　

中
野　

正

　
　

（
川
連
町
字
大
舘
中
野
）

○
湯
沢
市
民
生
委
員
児
童
委
員

　

協
議
会
会
長

　
　

藤
原　

璋
治

　
　

（
関
口
字
関
口
）

○
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

青
少
年
育
成
湯
沢
市
民
会
議

　
　

（
佐
竹
町
）

○
地
元
生
産
者
と
首
都
圏
消
費

　

者
の
交
流
及
び
信
頼
関
係
の

　

構
築

　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
・
秋
田
南
部

　

圏　

食
と
農
推
進
協
議
会

　
　

（
北
荒
町
）

○
住
環
境
の
向
上

　

湯
沢
市
流
雪
溝
利
用
組
合
連

　

合
会

　
　

（
佐
竹
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
んさ

ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
んさ

ん

お
く
や
ま

り
は
ち

お
ば
ら

し
ん
じ

か
ね
こ

て
つ
お

さ
さ
き

あ
き
お

さ
と
う

き
み
こ

さ
ぬ
き

て
つ
お

つ
ち
だ

あ
き
ひ
こ

な
か
の

た
だ
し

ふ
じ
わ
ら

し
ょ
う
じ

【サクラ】【ケヤキ／槻木】【ヤマドリ】

※

氏
名
の
掲
載
順
は
写
真
の
前
列
、

　

後
列
と
も
左
か
ら
と
な
り
ま
す
。
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地
域
で
の
先
進
的
な
経
済
活
動
ま
た
は
先

駆
的
な
産
業
振
興
活
動
に
積
極
的
か
つ
果
敢

に
挑
戦
す
る
事
業
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の

　

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
二
十
八
年
三
月
末

　

ま
で
に
完
了
す
る
事
業
が
補
助
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

　

①
新
し
い
産
業
分
野
へ
の
進
出
や
新
商
品

　
　

開
発
、
観
光
誘
客
な
ど
に
向
け
た
新
た

　
　

な
取
り
組
み
を
実
践
す
る
事
業

　

②
商
談
会
・
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

　
　

展
、
市
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
す

　
　

る
事
業

　

③
海
外
市
場
へ
の
進
出(

出
店
）
や
、
海

　
　

外
で
の
展
示
商
談
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

　
　

出
展
ま
た
は
新
た
な
取
り
組
み
を
実
践

　
　

す
る
事
業

※

二
十
七
度
よ
り
、
偶
数
月
の
二
十
五
日
が

翌
月
以
降
の
申
請
事
業
の
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
審
査
結
果
に
よ
り
補
助
率
が

変
わ
り
ま
す
。

湯
沢
市
は
「
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
」
を
応
援
し
ま
す

湯
沢
市
は
「
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
」
を
応
援
し
ま
す

湯
沢
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

湯
沢
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

　

女
性
団
体
が
実
施
す
る
市
の
製
造
業
や
販

売
業
、
観
光
業
お
よ
び
農
林
業
を
活
況
に
導

く
た
め
の
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の

　

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
二
十
八
年
三
月
末

　

ま
で
に
完
了
す
る
事
業
が
補
助
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

　

①
情
報
の
収
集
な
ど
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

　
　

つ
な
が
る
事
業

　

②
情
報
発
信
ま
た
は
販
路
開
拓
、
観
光
誘

　
　

客
の
拡
大
に
つ
な
が
る
事
業

　

③
地
域
資
源
を

　
　

生
か
し
た
新

　
　

た
な
商
品
提

　
　

案
事
業

※

二
十
七
年
度
よ

り
、
農
林
業
の
女

性
団
体
も
補
助
対

象
に
な
り
ま
す
。

湯
沢
市
き
ら
め
き
女
子
会

湯
沢
市
き
ら
め
き
女
子
会

応
援
事
業
補
助
金

応
援
事
業
補
助
金

【
湯
沢
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
・
き
ら
め
き
女
子
会
応
援
事
業
補
助
金
の
共
通
事
項
】

・
申
請
前
に
事
業
実
施
し
た
場
合
に
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
予
定
の
人

　

は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

・
補
助
額
は
、
上
限
五
十
万
円
（
補
助
対
象
経
費
に
よ
り
補
助
率
が
変
わ
り
ま
す
）

・
審
査
は
、
審
査
会
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い
、
事
業
内
容
が
適
当
と
判
断

　

さ
れ
た
事
業
を
採
択
し
ま
す

　

外
国
人
に
対
し
て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
で
事
業
を
営
む
人
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

型
経
営
へ
の
転
換
を
行
う
た
め
の
広
告
物
な

ど
の
作
成
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業　

市
に
住
民
登
録
し
て
い

　

る
人
ま
た
は
商
業
登
記
簿
に
お
い
て
、
本

　

店
を
市
内
と
し
て
い
る
法
人
で
、
業
務
用

　

に
使
用
す
る
外
国
語
に
対
応
し
た
広
告
物

　

な
ど
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
、
ポ
ス
タ
ー
、

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）
の

　

作
成
費
用
。
た
だ
し
、
消
費
税
、
地
方
消

　

費
税
お
よ
び
運
搬
な
ど
に
係
る
諸
経
費
を

　

除
い
た
総
額
が
五
万
円
以
上
の
も
の
に
限

　

り
ま
す
。

○
補
助
額
の
上
限　

二
十
万
円
（
千
円
未
満

　

の
端
数
は
切
り
捨
て
）

○
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

　

内 湯
沢
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
型

湯
沢
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
型

経
営
支
援
補
助
金

経
営
支
援
補
助
金

伝
統
的
工
芸
品

伝
統
的
工
芸
品

使
用
拡
大
支
援
補
助
金

使
用
拡
大
支
援
補
助
金

湯
沢
市
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

湯
沢
市
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
補
助
金

事
業
補
助
金

　

伝
統
的
工
芸
品
の
振
興
と
観
光
な
ど
へ
の

魅
力
付
け
に
よ
る
誘
客
を
目
的
に
「
川
連
漆

器
」
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
事
業
で
使

用
す
る
「
漆
器
」
の
購
入
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業　

市
内
に
所
在
す
る
宿
泊

　

施
設
ま
た
は
店
舗
な
ど
で
、
業
務
用
に
使

　

用
す
る
「
川
連
漆
器
」
の
購
入
経
費
。
た

　

だ
し
、
消
費
税
、
地
方
消
費
税
お
よ
び
運

　

搬
な
ど
に
係
る
諸
経
費
を
除
い
た
総
額
が

　

十
万
円
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
補
助
額
の
上
限　

五
十
万
円
（
千
円
未
満

　

の
端
数
は
切
り
捨
て
）

○
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

　

内

　

市
内
の
宿
泊
施
設
の
利
用
促
進
な
ら
び
に
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
目
的
と
し
て
、
大
会
ま
た
は
合
宿
の
事
業

を
行
う
市
外
団
体
へ
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業　

市
内
の
公
共
施
設
、
飲

　

食
店
な
ど
を
利
用
し
、
大
会
ま
た
は
合
宿
を

　

行
い
、
か
つ
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た

　

も
の
に
限
り
ま
す
。

下記の補助金の詳細については、まるごと売る課まるごと政策班まで問い合わせください。
■問い合わせ　まるごと売る課まるごと政策班（☎73-2135）

　地方創生人材支援制度で、総務省出身の33歳の若い副市長を
迎えました。
　4月1日に、齊藤市長から辞令交付を受け、人事異動辞令交
付式の際に就任のあいさつを行いました。
　新副市長の経歴や就任あいさつ、今後の市政に対しての抱負
などについて紹介します。

学　歴　　東京大学法学部卒業
職　歴　　平成 16 年4月　総務省自治財政局公営企業課
　　　　　　　　　　　　　（大臣官房秘書課併任）
　　　　　　　　　 8月　徳島県県民環境部地域振興局市町村課
　　　　　　　　18 年4月　総務省大臣官房総務課
　　　　　　　　19 年4月　総務省自治行政局選挙部選挙課
　　　　　　　　20 年7月　総務省自治行政局選挙部選挙課調査係長
　　　　　　　　21 年7月　総務省大臣官房秘書課主査（アメリカ留学）　
　　　　　　　　23 年7月　登別市総務部参与
　　　　　　　　25 年4月　内閣官房副長官補付　　　　　

【経歴】

副市長を
紹介します

▲齊藤市長から辞令を受ける藤井副市長

　
「
地
方
創
生
」
は
前
向
き
な
響
き
を
持

つ
一
方
、
そ
の
背
景
に
は
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
、
そ
し
て
都
市
部
へ
の
人
口
集

中
に
対
す
る
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

湯
沢
市
で
も
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

ま
ち
の
魅
力
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
を
湯
沢
市
か
ら

全
国
に
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
組
織
を
つ
な

ぐ
こ
と
」
「
変
化
を
い
と
わ
な
い
こ
と
」

「
地
域
を
愛
す
る
心
を
持
つ
こ
と
」
の
三

つ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
見

し
た
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
つ

な
げ
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
こ
と
で
も
自

分
な
り
に
工
夫
し
、
変
化
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
誇

れ
る
ま
ち
を
作
る
た
め
に
も
、
ま
ず
自
ら

が
地
域
を
愛
す
る
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
と
共
に
、
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

新新
▲藤井副市長の就任のあいさつ

◎
湯
沢
市
の
印
象
は
？
　

　
人
口
約
五
万
人
に
対
し
て
面
積
が
大
き

な
自
治
体
で
あ
り
、
豪
雪
地
帯
な
の
で
、

行
政
の
運
営
が
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

一
方
で
ジ
オ
パ
ー
ク
や
地
熱
と
い
っ
た
自

然
の
恵
み
、
稲
庭
う
ど
ん
、
酒
、
漆
器
と

い
っ
た
伝
統
産
業
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
る
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

◎
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
？

　
ま
ち
づ
く
り
は
市
役
所
だ
け
で
な
く
、

企
業
・
住
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
力

が
必
要
な
の
で
、
幅
広
い
か
た
が
た
と
一

つ
の
チ
ー
ム
に
な
れ
る
よ
う
な
関
係
を
築

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
肩
肘
を
張
ら

ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
率
直
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　
地
域
の
魅
力
や
誇
り
な
ど
を
知
る
た
め

に
「
傾
聴
」
す
る
姿
勢
を
大
事
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
自
立
し
た
地

域
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
地
域
自
身
が

考
え
る
姿
勢
が
大
事
。
そ
の
基
盤
づ
く
り

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
仲
間
と
し
て
、
湯

沢
市
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤井　延之　副市長
ふじ い のぶ ゆき

藤
井
副
市
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

藤
井
副
市
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
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下水道への接続はお早めに！

　自宅のトイレ改造や排水設備を工事をする場合は、次のような制度がありますので、ぜひ各制
度を利用していただき、早期に下水道への接続をお願いします。　

湯沢市浄化槽設置整備事業補助金

◎併用できる各制度の概要

※上記の各制度は、対象条件や受付件数などが異なりますので、工事着工前に担当課へご相談ください。　

◇市の下水道管埋設工事終了後、3年以内の区域の一般世帯
◇無利子で100万円まで融資が受けられます
◇毎月元金均等償還で72カ月以内（6年間）で返済
■問い合わせ　下水道課管理業務班（☎73-2166）へ

◇対象となる工事や補助内容等については、雄勝地域振興局建築課へ
　問い合わせください
■問い合わせ　秋田県雄勝地域振興局建築課（☎73-6166）へ

融資あっせん制度

あきた安心安全
住まい推進事業

◆平成27年度 浄化槽設置整備事業補助金限度額表

※浄化槽の人槽は、日本工業規格「建築物の用途別によるし尿浄化槽の処理対象人員算定基準 (JISA3302-2000)」 

により算定しますが、実情に添わない場合には、同基準の建築用途別処理対象人員算定基準に定めるただし書き

に基づき、住宅の延べ面積のみでなく、使用状況に応じて算定人員を増減できます。   

※補助金には上記の限度額が設定されていますが、工事費の精算により限度額に達しない場合があります。  

※補助予算額には限りがありますので、途中で締め切る場合があります。   

※補助金の申請前に下水道課に問い合わせください。      

 人槽区分

5人槽

7人槽

10人槽

 補助金限度額

484,000円

606,000円

814,000円

5人までの世帯で、建物の延べ面積が160㎡以下の住宅

6人以上の世帯または建物の延べ面積が160㎡を超える住宅

2世帯などで、台所と浴室がそれぞれ2カ所以上ある住宅

要　件（建物の用途によって異なる場合があります）

7

湯沢処理区の以下の地域で3月31日から下水道が利用できるようになりました。

◎補助金の交付対象        
　 次のいずれかの区域に設置する浄化槽が補助対象となります。       

　①浄化槽整備区域（下水道計画区域以外）        

　②下水道（公共下水道・農業集落排水）区域のうち、下水道の

　　利用が７年以上見込まれない区域。下水道が利用可能となっ

　　た場合は、速やかに接続することが条件となります。   

※上記のうち、販売や賃貸目的の住宅および申請前の工事着工は

補助の対象外です。 

公共下水道の利用区域が拡大します公共下水道の利用区域が拡大します公共下水道の利用区域が拡大します

■問い合わせ　下水道課工務施設班（☎55-8219）へ

字沖鶴、字前島、
字大倉谷地、倉内
字（五反田、布川、
根開、四ツ屋）、字
両神、清水町四丁
目、杉沢新所字砂
田の各一部

愛宕町三丁目、愛
宕町五丁目、西愛
宕町、南台の各一
部
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市
で
は
、
破
損
や
腐
朽
な
ど
に
よ
り
著
し

く
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
空
き
家
に
限

定
し
て
、
解
体
撤
去
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

○
助
成
額　

解
体
撤
去
費
用
の
2
分
の
1  

　
（
上
限
五
十
万
円
）

○
申
込
期
限　

7
月
末
日

※

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
空

き
家
を
所
有
し
、
お
困
り
の
場
合
は
、　

ご

相
談
く
だ
さ
い

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー
く

　

聴
く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
5
）
へ

　

今
年
の
冬
は
幸
い
に
も
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
管
理
が

不
十
分
な
空
き
家
の
倒
壊
が
発
生
し
、
壊
れ

た
建
物
の
部
材
が
飛
散
す
る
こ
と
を
心
配
し

た
住
民
か
ら
市
に
通
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
建
物
の
安
全
が

確
保
で
き
る
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
義
務
が

あ
り
、
管
理
不
十
分
な
た
め
周
辺
の
建
物
や

第
三
者
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
所
有
者

の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
に
は
、
冬
期
間
の
雪
対
策
の
ほ
か

に
左
図
の
よ
う
な
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

周
辺
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
巡
回
し
、

日
ご
ろ
の
管
理
は
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
に

　
　
　
　
　
　
解
体
撤
去
費
助
成

　

市
で
は
、
住
民
共
助
に
よ
り
自
ら
雪
対
策
を

行
う
町
内
会
を
支
援
す
る
た
め
、「
地
域
雪
対

策
支
援
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し

た
。

　

そ
の
モ
デ
ル
と
な
る
町
内
会
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
効
果
な
ど
を
評
価
・

検
証
し
た
う
え
で
、
今
後
の
雪
対
策
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

　

近
隣
に
住
む
住
民
同
士
が
、
労
力
や
資
金
な

ど
を
出
し
合
い
協
力
し
な
が
ら
、
雪
に
よ
り
生

ず
る
支
障
や
不
安
感
を
解
消
す
る
活
動
で
す
。

　　

積
極
的
に
地
域
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る

意
欲
が
あ
り
、
住
民
共
助
の
雪
対
策
を
継
続
し

て
実
践
す
る
町
内
会
（
複
数
の
町
内
会
の
連
合

体
も
含
み
ま
す
が
、
一
つ
の
町
内
会
と
み
な
し

ま
す
）
お
よ
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
。

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
作
業
、
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
の
除
排
雪
作
業
、
雪
下
ろ

し
安
全
講
習
会
の
開
催
な
ど
。
た
だ
し
、
市
の

他
の
補
助
金
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
事
業

を
除
き
ま
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
共
助
体
制
の
確

立
・
継
続
の
た
め
、
援
助
を
受
け
る
世
帯
か

ら
一
部
負
担
金
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

○
事
業
実
施
期
間　

11
月
1
日
〜
平
成
28
年

　

3
月
31
日

○
募
集
数　

5
町
内
会

○
補
助
上
限　

五
十
万
円

○
選
　
考　

提
出
さ
れ
た
申
請
書
類
や
事
情

　

聴
取
の
結
果
を
も
と
に
選
考
を
行
い
ま
す

※

事
業
計
画
、
収
支
計
画
の
修
正
や
条
件
を

付
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
募
集
期
限　

5
月
29
日
㈮

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相

　

談
課
（
☎
73
2
1
1
5
）
へ

　

マ
イ
マ
イ
ガ
の
孵
化
幼
虫
は
四
月
末
か
ら

五
月
中
旬
頃
に
発
生
し
、
樹
木
な
ど
を
食
害

し
ま
す
。
防
除
薬
散
布
は
、
幼
虫
の
小
さ
い

五
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
が
効
果
も
大
き
い

で
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
孵
化
直

後
の
幼
虫
は
、
白
い
網
状
の
巣
を
作
っ
て
群

生
し
て
い
る
の
で
、
巣
網
ご
と
枝
葉
を
切
り

取
る
の
が
効
果
的
で
、
巣
網
か
ら
出
た
幼
虫

（
毛
虫
）
の
場
合
は
、
薬
剤
を
散
布
し
て
駆

除
す
る
方
法
が
有
効
で
す
。
薬
剤
は
、
薬
局

や
薬
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
な
ど
の
被
害
箇

所
が
高
所
ま
た
は
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
、

人
力
に
よ
る
薬
剤
散
布
で
の
防
除
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
被
害
に
困
っ
て
い
る
か
た

（
団
体
）
に
無
料
で
防
除
機
械
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
貸
し
出
し
の
要

件
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
適
正
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象 　

町
内
会
・
防
除
組
合
な
ど

　

の
団
体

■
貸
し
出
し
で
き
る
防
除
機　

5
台
（
200

　

ℓ
1
台
・
90
ℓ
4
台
）

■
貸
し
出
し
期
間　

4
月
20
日
㈪
〜
10
月

　

30
日
㈮

■
申
し
込
み
受
け
付
け　

平
日
の
午
前
8

　

時
30
分
〜
午
後
5
時

■
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
利
用　

金
曜
日

　

ま
た
は
祝
日
の
前
日
に
貸
し
出
し
、
月

　

曜
日
ま
た
は
祝
日
の
翌
日
に
返
却
す
る

　
（
休
日
に
返
却
は
出
来
ま
せ
ん
）

■
薬
　
剤 　

利
用
者
で
準
備
し
て
く
だ

　

さ
い

■
燃
　
料 　

使
用
分
を
補
充
し
返
却
し

　

て
く
だ
さ
い

■
借
上･

返
却
の
際
の
注
意　

機
械
の
積

　

み
降
ろ
し
に
人
手
を
要
す
る
た
め
必
ず

　

2
人
以
上
で
お
越
し
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

　

相
談
課
生
活
環
境
班（
☎
55
8
0
6
9
）

　

へ

マイマイガ
アメリカシロヒトリ
を駆除しよう！

マイマイガが孵化する時期になってきました。
マイマイガなどの生態を知り、駆除にご協力ください。

ふ

効
果
的
な
駆
除
方
法

薬
剤
散
布
の
注
意
点

！
◎
帽
子
、
眼
鏡
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど

　

を
し
て
、
肌
が
露
出
し
な
い
よ
う
気
を
付

　

け
ま
し
ょ
う

◎
付
近
に
人
が
い
な
い
か
、
洗
濯
物
が
干
し

　

て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
、
薬
剤
の
飛

　

散
防
止
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎
散
布
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
近
所

　

に
声
を
掛
け
る
な
ど
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の

　

な
い
よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う

無料無料無料

防
除
機
を
　
　 

で
貸
し
出
し

▲アメリカシロヒトリによって
　食い荒らされた葉

▲貸し出しする防除機

雪
対
策
を
行
う

　
　
町
内
会
を
募
集
し
ま
す

空
き
家
の
適
切
な

　
　
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

住
民
共
助
の
雪
対
策
と
は

補
助
対
象
団
体

補
助
対
象
事
業

補
助
金
の
額
な
ど

③防犯、防火対策（施錠
　し、燃えやすいものは
　保管しない）

①害虫対策（アメシロ、
　ハチなどの駆除、雑草
　の処理）

②動物の侵入防止（野良
　猫、ヘビなど）

⑥腐朽による倒壊の防止
　（雨水の浸入を防ぐ、
　シロアリの駆除など）

⑤ゴミの不法投棄の防止
　（定期的な巡回と清掃）

④壊れた部材の飛散防止
　（定期的な巡回と補修）

どのような
管理が必要
なのでしょう

広葉樹の葉を
　　　　食い荒らす

発生時期と駆除の適期
マイマイガ アメシロ

卵
卵

卵
孵
化

幼
虫

幼
虫

成
長
期

さ
な
ぎ
・
成
虫
・
卵

幼
虫

成
虫

産
卵

幼
虫
・
成
虫
・
さ
な
ぎ

さ
な
ぎ

成
虫（
ガ
）

成
虫（
ガ
）

産
卵

駆
除
適
期

駆
除
適
期

駆
除
適
期卵

か
い
除
去
期

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

ふ

ふ
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　肺炎は日本人の死因の上位に挙げられる疾患であり、その約3割が肺炎球菌によるものといわれています。肺炎球菌
に感染すると、慢性気道感染症、中耳炎、副鼻腔炎、敗血症、髄膜炎などの起因菌になることもあり、重症化すると死
に至ることもあります。

■対　象
①今年度中に次の年齢になる人（個別通知しました）

②60歳以上65歳未満の、心臓・腎臓・呼吸器などに重い
　病気のある人で、かつ予防接種を希望する人
　（個別通知しません。接種を受けるには証明書が必要
　になりますので、右記までご連絡ください）
※ただし、①②とも過去に高齢者用肺炎球菌予防接種を
受けたことのある人は対象外になります。

■助　成　一人1回に限り3,000円
※接種料金は医療機関によって異なります。接種後に助
成額を差し引いた金額を医療機関窓口で支払ってくださ
い。対象者のうち生活保護受給者は料金が無料です。医
療機関窓口に市福祉課が発行する生活保護受給証明書を
提出してください。
■期　間　4月1日㈬～3月31日㈭

○問い合わせ　健康対策課（☎73‒2124）へ

昭和25年4月2日
　　～26年4月1日65歳

昭和10年4月2日
　　～11年4月1日80歳

昭和20年4月2日
　　～21年4月1日70歳

昭和5年4月2日
　　～6年4月1日85歳

昭和15年4月2日
　　～16年4月1日75歳

大正14年4月2日
　　～15年4月1日90歳

大正9年4月2日
　　～10年4月1日95歳

大正4年4月2日
　　～5年4月1日100歳

　湯沢市国民健康保険加入者の特定健診受診率は県内で
は高い方ですが、40～50代男性の受診率はまだ低い状況
にあります。
●特定健康診査は、医療保険者が被保険者に対し実施す
　ることが義務付けされています
●湯沢市国民健康保険に加入している40～74歳全ての人
　が対象です
●定期的に通院している人も、契約医療機関であれば、
　市が発行する受診券を利用して特定健診を受けられま
　す

齢者用肺炎球菌
定期予防接種の費用を助成します高

　国民医療費の3割を占める生活習慣病。
　特定健康診査は、その芽を早期に発見し、生活習慣病の予防・改善や重症化防止に取り組むことを目的としています。
　健康長寿のため、将来の医療費を抑えるためにも特定健康診査を受けましょう。

■湯沢市国保の年代別特定健診受診率（平成25年度）

○平成25年度湯沢市国民健康保険被保険者
　特定健診受診率　45.6％
　（参考：県内市町村国保受診率　平均35.2％）

定健康診査がはじまります特

【問い合わせ】
　■湯沢市国民健康保険に関すること　
　　　　　　市民課国保年金班　（☎55‒8164）へ
　■湯沢市特定健康診査に関すること  
　　　　　　健 康 対 策 課　（☎73‒2124）へ

▶▶▶目標受診率は　　 パーセント606060.0%

50.0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%

男性

女性

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

　平成30年度までは、各年度に65、70、75、80、
85、90、95、100歳になる人のみが対象になり、
各年度内が接種期間になります。対象者への個
別通知は該当年度の初めに郵送する予定です。

2015.04.15
10

　3月25日、100歳の誕生日を迎えた由利さん
が入所している平成園を奥山耕伸福祉保健部
長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡しまし
た。同施設では花束を用意して、家族の皆さ
んや職員、入所者が由利さんの誕生日をお祝
いしました。
　息子の正春さんは「好き嫌いがなく、大き
な病気にかかることもありませんでした。こ
んなに長生きしてくれて本当にうれしいで
す」と話してくれました。

まさはる
▲100 歳を迎えた由利さんと息子の正春さん

由利　ハルノ
ゆり

さん （平成園）

おめでとうございます　100歳長寿

おくやまこうしん
　４月１日、100歳の誕生日を迎えた小野さん
の自宅を奥山耕伸福祉保健部長が訪問し、祝
い状とお祝い金を手渡しました。
　奥さんとよく旅行に出掛け、仲がよかった
ことが長寿の秘訣と言います。
　小野さんは「特別なことはしてこなかった
が、長生きできたのは皆さんのおかげ。あり
がとうございます」と話し、家族や親せきに
囲まれ、終始笑顔でうれしそうにしていまし
た。

▲100歳を迎え、祝い状を受け取る小野さん

小野　夘之助
うのすけおの

さん （御屋敷）

おめでとうございます　100歳長寿

おくやまこうしん

ひけつ

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

佐
藤
　
槇
子
さ
ん

さ
と
う
　
　
　
　
ま
き
こ

(79)

　平成11年より長きにわたり選挙管理委員会
業務に従事し、選挙の管理執行と投票率の向
上、明るい選挙の啓発などに取り組まれまし
た。また、投票日には投票所の巡視を行い、
手すりや福祉用具の椅子を投票所玄関先に設
置するよう働き掛け、投票所の環境整備に取
り組まれました。
　さらに、明るい選挙推進協議会と密接に連
携した常時啓発に取り組まれ、「犬っこまつ
り」の会場でチラシや啓発グッズを配布し、
明るい選挙の推進に尽力されました。

総務大臣表彰
このままだと災いが？開運商法に注意！
　悩み事があり、雑誌で見た運命鑑定を申し
込んだところ、「運気が悪い」「悪い霊が取
りついている」と言われ、運気を上げるとい
うブレスレットや数珠の購入とともに祈祷を
勧められた、などという開運商法の相談が増
えています。
　雑誌や新聞広告に掲載された安価な相談会
や、開運グッズの購入をきっかけに、高額な
開運商品の購入や、祈祷を勧められるケース
もあります。
　不安をあおるような言動や、「更に運気が
上がる」といったセールストークで勧誘され
ても、すぐには返事をせず、業者の言動に不
審な点がないかよく考えて、契約するかどう
かを決めましょう。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所１階、
　☎72－0874）へ
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市
内
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど

一
般
の
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
災
害

弱
者
（
要
支
援
者
）
の
避
難
場
所
を
確
保

す
る
た
め
、
市
と
市
内
に
福
祉
施
設
な
ど

を
所
有
す
る
八
団
体
が
、
三
月
二
十
五
日
、

福
祉
避
難
所
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
七
団
体
が
参
加
。
協
定
の

趣
旨
説
明
の
後
、
齊
藤
市
長
と
二
団
体
の

代
表
者
が
協
定
書
に
署
名
を
、
五
団
体
に

協
定
書
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
あ
い
さ
つ
で
齊
藤
市
長
は

「
東
日
本
大
震
災
後
、
国
を
挙
げ
て
防
災
・

減
災
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

湯
沢
市
で
も
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
避
難

所
は
公
共
施
設
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す

が
、
福
祉
避
難
所
の
確
保
ま
で
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度
、
八
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
で
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
各
団
体
の
皆

さ
ん
か
ら
は
「
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
心
強
い
協
定
」「
連
絡
が
あ
れ
ば

即
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
」

「
万
一
の
と
き
は
、
地
域
の
た
め
に
が
ん

ば
り
た
い
」「
市
や
地
域
と
日
頃
か
ら
連

携
し
、
関
係
を
強
め
た
い
」
と
締
結
に
対

す
る
思
い
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
に
よ
り
、
市
に
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
各
団
体
に
福
祉
避
難
所
の
設

置
と
運
営
に
関
す
る
協
力
を
要
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
要
支
援
者
の

か
た
が
た
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
場
を

確
保
で
き
た
こ
と
で
、
市
の
災
害
対
応
能

力
が
さ
ら
に
充
実
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「福祉避難所の設置及び運営に関する
協定」を締結

被災者支援体制
さらなる充実を
目指して協定を締結した齊藤市長と７団体の皆さん（出席者）

　

市
内
の
企
業
、
商
店
が
企
画
や
商
品
を

開
発
し
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
附

す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
す
る
仕
組
み
の

「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
覚
書

調
印
式
が
三
月
二
十
四
日
、
湯
沢
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
七
事
業
所
の

皆
さ
ん
が
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
概
要
説
明
の
後
、
秋
田
県
共
同

募
金
会
の
菅
義
雄
会
長
と
参
加
し
た
七
事

業
所
が
覚
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
菅
会
長
は
「
お
客
さ
ん
に
寄

附
付
き
の
商
品
な
ど
を
購
入
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
域
福
祉
へ
の
貢
献
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
売
り
上
げ
が
向

上
し
、
地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
こ
と
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寄
附
金
は
、
地
域
の
か
た
が
た
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
利
用
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
事
業
所

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
少
し
で

も
社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
で
開
発

し
た
企
画
や
商
品
の
説
明
と
決
意
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。
県
内
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
は
横
手
市
、
大
仙
市
、
美
郷

町
に
次
い
で
四
番
目
に
な
り
ま
す
。　

秋田県共同募金会「募金百貨店プロジェ
クト」覚書調印式

地域福祉への貢献
が地域経済の活性
化にもつながる 覚書を締結した菅会長と７事業所の皆さん（出席者）

署名して覚書を取り交わしました

す
が
よ
し
お

■
湿
田
や
倒
伏
な
ど
に
よ
る
困
難
な
作
業
の

　

場
合
は
、
二
割
増
し
を
限
度
と
し
て
当
事

　

者
間
で
協
議
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い

■
こ
の
料
金
は
、
各
作
業
を
受
託
者
が
全
て

　

行
っ
た
場
合
の
料
金
で
す

　

こ
の
作
業
料
金
は
、
あ
く
ま
で
標
準
料
金

で
す
。
燃
料
な
ど
の
価
格
変
動
、
水
田
や
農

地
の
条
件
や
作
業
内
容
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
地
域
ま
た
は
当
事
者
間
で
協
議

し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
湯
沢
市
標
準
農
作
業
料
金
表

平
成
27
年
４
月　

湯
沢
市
標
準
農
作
業
料
金
検
討
協
議
会

（単位：円）消費税込

農作業臨時雇標準労働賃金には消費税は掛かりません。

労　賃

オペレーター賃金

普通作業賃金

軽作業賃金 

6,500

5,500

1,500 1時間当たり 

男女とも同一賃金とする。1日（8時間）当たり

耕 起 ・ 代 か き

ハーベスタ  

バインダー  

生 乾 燥   

コンバイン

精　　　　米

籾摺り・調製

乾　燥 

収　穫

耕　　　起（畑） 

畦 畔 塗 り  

　　育　　苗

側
条
機
械

側
条
な
し

機 械 田 植

整理田

未整理田

整理田

未整理田

整理田

未整理田

稚　苗

中　苗

整理田

未整理田

11,600

13,600

5,900

7,000

6,400

7,500

660

660

40

6,700

17,300

19,300

8,800

7,300

1,100

500

600

耕起 5,500 円・代掻き 6,100 円

耕起 6,400 円・代掻き 7,200 円

肥料代は別料金とする。

苗運搬費は含まない。

いもち病の薬剤処理は別途加算とする。

2回掘りとする。

籾運搬作業 1,000 円を含む。

くず米も含む。

10a 当たり

10a 当たり

10a 当たり

1箱当たり

1m 当たり

10a 当たり

10a 当たり

10a 当たり

10a 当たり

玄米 60kg 当たり

玄米 60kg 当たり

玄米 60kg 当たり

作　　業　　名 金　　額 単　　位 備　　　　　考

問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187-63-2296）、市民課国保年金班（☎55-8164）へ

コンビニエンスストアでも納付できますコンビニエンスストアでも納付できます
　納付書でのお支払いの場合、銀行などの金融機関、郵便局のほか、コンビニエンスストアでも納付
ができます。国民年金保険料の納付期限は、法令で「納付対象月の翌月末日」と定められています。
※納付期限までに保険料を納めないと障害基礎年金や遺族基礎年金が受給できない場合がありますの
で忘れずに納付しましょう。

平成27年度の国民年金保険料は【月額15,590円】です平成27年度の国民年金保険料は【月額15,590円】です

○使用期限内（２年１カ月以内）の納付書を紛失した人
　　　　　　　　・・・年金事務所へ再発行を依頼してください。
　○納付書の使用期限（２年１カ月以内）が過ぎてしまった人
　　　　　　　　・・・期限が過ぎた納付書は使用できません。
　　　　　　　　　　　市役所または年金事務所で後納申込書をご記入いただくこ
　　　　　　　　　　　とで、納付書が再発行されます。（加算金が付きます）　
　

▷お知らせ◁



　

介
護
相
談
員
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
を
訪
問
し
、
利
用
者
か
ら
の
相
談
な

ど
に
応
じ
る
人
で
す
。

○
任　

期　

2
年
（
平
成
27
年
度
は
委
嘱

を
し
た
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま

で
）

○
活
動
日　

月
に
2
日
程
度

○
資　

格　

40
歳
以
上
で
介
護
や
福
祉
に

熱
意
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

旺
盛
で
、
都
内
で
実
施
さ
れ
る
研
修
会

に
参
加
で
き
る
人
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
関
係
者
は
除
く
）

○
定　

員　

1
名

○
報　

酬　

定
め
ら
れ
た
活
動
報
酬
を
支

払
い
ま
す

○
募
集
期
間　

5
月
8
日
㈮

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78

2
3
1
1
）
へ

　

四
月
一
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日ひ

野の

隆り
ゅ
う

悦え
つ

さ
ん
（
稲
川
地
域
／
再
任
）

■
髙た

か

橋は
し

喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
皆
瀬
地
域
／
新
任
）

○
任　

期　

4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月

31
日

○
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

　

小
町
の
郷
公
園
の
開
園
に
伴
う
竣
工
式

が
4
月
27
日
㈪
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
竣
工

式
終
了
後
、
振
る
舞
い
餅
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
来
園
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

4
月
27
日
㈪
午
前
11
時　

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
小
町
の
郷
公
園

○
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
班

（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

　

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
る
団
体
に
対

し
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
所
定

の
申
請
書
と
請
求
書
に
、
回
収
業
者
か
ら

の
買
取
証
明
書
を
添
え
て
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毎
年
度
、
事
前
に
団
体

登
録
が
必
要
で
、
一
団
体
年
三
回
ま
で
申

請
で
き
ま
す
。

○
奨
励
金
額　

一
回
の
回
収
に
つ
き
二
千

　

五
百
円

○
最
低
回
収
量　

一
回
の
回
収
に
つ
き
ビ

ン
類
＝
百
本
以
上
、
紙
類
・
金
属
類
＝

百
㎏
以
上

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
生
活
環
境
班（
☎
55
8
0
6
9
）

へ

　

町
内
で
設
置
す
る
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を

修
理
す
る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
す
る
た
め
、
予
算
の
状
況
に
よ
り
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
額　

集
積
ボ
ッ
ク
ス
一
基
に
つ

き
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
上
限
六
万

円
）

○
申
し
込
み
方
法　

町
内
会
単
位
で
設
置

前
に
左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
請
書
な
ど
各
種
用
紙
は
く
ら
し
の
相

談
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
生
活
環
境
班（
☎
55
8
0
6
9
）

へ
○
と　

き　

5
月
か
ら
2
月
ま
で
の
毎
月

第
3
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
8
月
は
休
講
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
内　

容　

午
前
＝
一
般
教
養
講
座
（
講

演
ほ
か
）
／
午
後
＝
実
技
コ
ー
ス
①

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ー
ス
②
ペ
ン
習
字

コ
ー
ス
③
フ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ー
ス
④
デ
ジ

カ
メ
コ
ー
ス
⑤
墨
絵
コ
ー
ス

○
対　

象　

年
間
を
通
し
て
、
午
前
・
午

後
と
も
に
受
講
で
き
る
人

○
受
講
料　

二
千
円
（
申
し
込
み
時
納
入
、

材
料
費
別
途
）

○
申
し
込
み　

4
月
20
日
㈪
午
前
8
時
30

分
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

平
成
27
年
度

湯
沢
市
介
護
相
談
員
の
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.04.15
15

2015.04.15
14

湯
沢
市
人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

小
町
の
郷
公
園
の

開
園
に
つ
い
て

資
源
ご
み
団
体
回
収

促
進
奨
励
金

ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
設
置

整
備
事
業
補
助
金

平
成
27
年
度

湯
沢
市
民
大
学
受
講
生
募
集

　

農
業
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
や
、
作
物
栽
培
を
通
し
た
食
育
を
推

進
す
る
た
め
に
体
験
農
園
を
開
設
し
ま
す
。

【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
】

・
利
用
期
間　

5
月
〜
11
月

・
と
こ
ろ　

湯
沢
地
区
中
野
地
内

・
対　

象　

湯
沢
市
民
で
耕
作
地
を
所
有

し
て
い
な
い
人

・
募
集
区
画　

40
区
画
を
予
定
し
、
一
区

画
あ
た
り
66
㎡
（
約
20
坪
、
原
則
と
し

て
一
世
帯
一
区
画
）

・
料　

金　

一
区
画
あ
た
り
三
千
円

【
親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
】

・
利
用
期
間　

5
月
〜
11
月

・
と
こ
ろ　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
地
内

・
対
象
者　

湯
沢
市
民
で
、
親
子
（
中
学

生
以
下
）
で
農
作
業
で
き
る
人

・
募
集
区
画　

10
区
画
を
予
定
し
、
一
区

画
あ
た
り
50
㎡
（
約
15
坪
、
原
則
と
し

て
一
世
帯
一
区
画
）

※
農
園
に
、
堆
肥
や
土
壌
改
良
剤
を
散
布

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
し
た
後
に
貸
し

出
し
ま
す
。
こ
れ
以
後
の
肥
料
・
種
苗
・

資
材
・
道
具
な
ど
の
準
備
や
栽
培
管
理
は
、

各
自
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
24
日

㈮
ま
で
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
農
林
課
農
業
振
興
班
（
☎
72

0
6
3
1
）
へ

　

開
講
式
は
、
三
講
座
合
同
で
五
月
十
三

日
㈬
午
後
七
時
か
ら
、
湯
沢
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
二
階
ス
ポ
ー
ツ
室
で
行
い
ま
す
。

【
着
物
着
付
け
講
座
】（
全
7
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
講　

師　

高た
か
は
し橋
ト
シ
子こ

さ
ん

・
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

【
筆
ペ
ン
講
座
】（
全
10
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
一
・
三
火
曜
日

　

／
午
後
7
時
〜
9
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

山や
ま

品し
な

祐ゆ
う

一い
ち

さ
ん

・
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

・
持
ち
物　

筆
ペ
ン

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座
】（
10
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
週
水
曜
日
／
午
後
7

時
30
分
〜
9
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

篠し
の

原は
ら

育い
く

子こ

さ
ん

・
持
ち
物　

内
履
き

・
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

○
受
講
料　

各
講
座
千
円
（
申
し
込
み
の

際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

○
受
講
資
格　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
す
る
人

◯
応
募
期
間　

4
月
16
日
㈭
〜
28
日
㈫

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

お
越
し
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
山
田
住
宅 （
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
53
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
2
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
六
百
円
〜
二
万
二

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
稲
庭
住
宅 （
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
円
〜
二
万
二
千
三

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
国
見
住
宅 （
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
四
千
二
百
円
〜
二
万
二

　

千
九
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅 （
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
2
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

○
募
集
期
間　

4
月
16
日
㈭
〜
24
日
㈮

（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

県
で
は
、「
秋
田
版
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
向
け
て
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
秋
田

の
創
生
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
づ
く
り
に

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
雄

勝
地
域
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
新
着

情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

5
月
9
日
㈯
、
6
月
6
日
㈯
、

6
月
20
日
㈯
／
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分
（
全
3
回
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
内
（
詳
細
は
決
定
後

に
連
絡
し
ま
す
）

◯
対　

象　

湯
沢
雄
勝
地
域
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
高
校
生
以
上
）
し
て
い
る

人
で
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

◯
募
集
人
数　

6
人

◯
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
持
参

◯
募
集
期
限　

4
月
24
日
㈮

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域

振
興
局
地
域
企
画
課
（
☎
73
8
1
9
1
、

℻
72
5
0
5
7
）
へ

自
分
で
野
菜
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

〜
体
験
農
園
の
開
設
〜

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
座
受
講
生
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

雄
勝
地
域
「
地
方
創
生
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

参
加
者
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
動
物
写
真
家

岩い
わ

合ご
う

光み
つ

昭あ
き

さ
ん
が
捉
え
た
人
間
と
共
生
す

る
ネ
コ
、
野
生
に
生
き
る
ラ
イ
オ
ン
、
似

て
い
る
よ
う
で
似
て
い
な
い
、
似
て
い
な

い
よ
う
で
似
て
い
る
、
ネ
コ
ラ
イ
オ
ン
の

摩
訶
不
思
議
な
世
界
を
、
ぜ
ひ
ご
体
感
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

4
月
25
日
㈯
〜
7
月
5
日
㈰

／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
5
階

展
示
室
（
秋
田
ふ
る
さ
と
村
内
）

○
観
覧
料　

一
般
＝
九
百
円
、
大
学
生
・

高
校
生
＝
五
百
円
、
中
学
生
以
下
＝
無

料
※
二
十
名
以
上
の
団
体
お
よ
び
前
売
券
に

は
割
引
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

（
☎
0
1
8
2
33
8
8
5
5
）
へ

○
受
付
期
間　

4
月
13
日
㈪
〜
5
月
15
日

㈮
の
月
・
火
・
金
曜
日
の
週
3
回
（
祝

日
を
除
く
）

○
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
2
階
会

議
室

○
受
付
時
間　

午
後
2
時

○
持
ち
物　

離
職
票
―
1
・
2
、
印
鑑

　
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）、
通
帳
（
離
職
票

―
1
に
口
座
番
号
の
印
字
が
な
い
人
）、

免
許
証
な
ど
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の
、
求
職
票
・
ア
ン

ケ
ー
ト
（
無
い
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

記
載
）

※
こ
の
期
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
二
階
⑪
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢

（
☎
73
6
1
1
7
）
へ

　

平
成
二
十
七
年
度
受
験
対
象
者
や
家
族

に
対
し
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
概
要
や
自
衛

隊
各
種
試
験
と
募
集
案
内
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

◯
と　

き　

4
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
2
階
会
議
室
24

◯
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

◯
お　

題　
「
人
」

※
お
題
は
「
人ひ

と

」
で
す
が
、
歌
に
詠
む
場

合
は
「
人
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い

れ
ば
よ
く
、「
人
材
」、「
若
人
」
の
よ
う

な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
詠
進
歌　

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
一
人
一
首
（
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
）

◯
詠
進
方
法　

習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に

用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性

別
お
よ
び
職
業
を
毛
筆
で
縦
書
き
に
自

書
し
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
詠
進
期
間　

9
月
30
日
㈬
ま
で
（
当
日

の
消
印
有
効
）

◯
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ　

〠
100
―
8111
宮

内
庁
（
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

スhttp://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

）

へ

　

四
月
十
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
、

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
「
緑
の
募

金
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
学
校
、
職
場
、
公
園
な
ど
の

環
境
緑
化
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
支

援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議

会
（
市
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班
内
☎

78
1
1
7
2
）
へ

○
と　

き　

5
月
9
日
㈯
〜
5
月
24
日
㈰

／
平
日
＝
午
後
5
時
30
分
〜
9
時
、
土

　

・
日
曜
日
＝
正
午
〜
午
後
9
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
商
工
会
議
所
2
階

○
参
加
料　

六
千
円
（
初
日
に
徴
収
）

○
定　

員　

40
人

【
初
心
者
事
前
講
習
】

・
と　

き　

5
月
7
日
㈭
午
後
7
時

・
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
2
階
会
議
室
23

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団

法
人
湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
（
☎
73

0
4
1
5
）
へ

岩
合
光
昭
写
真
展

「
ネ
コ
ラ
イ
オ
ン
」

自
衛
官
等
採
用
地
域
説
明
会

平
成
28
年
歌
会
始
の

お
題
と
詠
進
歌

　

市
の
花
「
サ
ク
ラ
」
の
お
花
見
を
し
ま

せ
ん
か
。

◯
と　

き　

4
月
18
日
㈯
〜
30
日
㈭

※
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
と
こ
ろ　

前
森
公
園
・
愛
宕
公
園
・
千

　

年
公
園

○
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
湯
沢
市

　

観
光
物
産
協
会
（
☎
73
0
4
1
5
）
へ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
で
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
体
験
談
・
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

4
月
25
日
㈯
午
後
6
時
30
分

〜
8
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
第
一
研
修
室

○
参
加
料　

無
料

※
体
験
談
を
聞
く
だ
け
の
人
や
学
生
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

青
年
海
外
協
力
隊
秋
田

　

県
Ｏ
Ｂ
会
県
南
支
部
長
沓
澤
（
☎
0
9

 

0
―
7
0
6
4
―
6
8
7
9
）
へ

　

高
齢
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
無

料
法
律
電
話
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
相
談
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
祭
日
・
お

盆
・
年
末
年
始
を
除
く
）
／
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

○
相
談
内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、

借
金
問
題
、
訪
問
販
売
被
害
・
消
費
者

被
害
、
虐
待
な
ど

○
相
談
時
間　

一
人
一
回
30
分
以
内

○
相
談
料　

無
料

○
対　

象　

65
歳
以
上
の
人

○
相
談
専
用
電
話　

☎
0
8
0
0
―
8
0

 

0
―
3
1
0
8
（
通
話
料
無
料
）

※
相
談
が
込
み
合
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
話
し
中
の
場
合
は
し
ば
ら
く

た
っ
て
か
ら
お
か
け
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
弁
護
士
会
（
☎
0

 

1
8
―
8
6
2
―
3
7
7
0
）
へ

◯
と　

き　

5
月
13
日
㈬
〜
平
成
28
年
3

月
9
日
㈬
／
午
後
7
時
〜
9
時
（
全
39

回
）

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
2
階
会
議
室

◯
内　

容　

厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
（
40
講
座
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
三
千
二

　

百
四
十
円
は
自
己
負
担
）

◯
対　

象　

手
話
を
学
び
た
い
人
で
、
中

学
生
以
上
の
人

◯
定　

員　

20
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
30
日

㈭
ま
で
、
湯
沢
市
手
話
の
会
会
長
宮
原

　

晃
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
1
―
4
2
2

 

2
）
ま
た
は
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班

（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

◯
と　

き　

4
月
19
日
㈰
午
前
9
時
開
場

／
午
前
10
時
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

○
入
場
料　

千
円　

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

事
務
局
佐
貫
（
☎
0
9
0
―
1
3
7
7

―
6
0
8
8
）
へ

○
と　

き　

5
月
10
日
㈰
午
前
9
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
南
中
学
校

○
対　

象　

湯
沢
市
雄
勝
郡
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

○
受
講
料　

二
千
円
（
高
校
生
は
無
料
）

※
当
日
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
参
し
、
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
3
日

㈰
ま
で
、
湯
沢
市
雄
勝
郡
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
佐
々
木
（
☎
0
9
0
―

4
3
1
3
―
1
1
3
8
）
へ

○
営
業
期
間　

4
月
25
日
㈯
〜
11
月
中
旬

○
営
業
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分
（
毎
週
火
曜
日
定
休
）

○
入
館
料　

大
人
＝
四
百
三
十
円
、
中
学

生
以
下
＝
二
百
十
円

※
五
月
五
日
㈫
は
中
学
生
以
下
の
入
館
料

無
料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

稲
庭
城
（
☎
43
2
9
2

 

9
）
へ

出
稼
ぎ
か
ら

帰
郷
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

「
雇
用
保
険
の
受
付
」に
つ
い
て

さ
く
ら
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
体
験
談
・
説
明
会
」

秋
田
弁
護
士
会

高
齢
者
無
料
で
ん
わ
相
談

手
話
教
室
の
開
催

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

「
審
判
」を
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
審
判
初
心
者
講
習
会
〜

湯
沢
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

第
一
回 

歌
と
踊
り
の
祭
典

in
ゆ
ざ
わ

稲
庭
城
・
古
舘
庵
オ
ー
プ
ン

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度

「
緑
の
募
金
」
運
動
実
施
中

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎

絵
ど
う
ろ
う
講
習
会

参
加
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2015.04.15
17

2015.04.15
16



【
麻
し
ん
風
し
ん

　
　
　
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
】

　
麻
し
ん
や
風
し
ん
は
、
発
熱
や
発
疹

を
主
な
症
状
と
し
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

を
二
回
受
け
る
こ
と
で
高
い
免
疫
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
流
行
期
前
の
四

月
か
ら
六
月
ま
で
に
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
望
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

対
象
の
人
は
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
対
　
象
　
一
期
＝
1
歳
児
／
二
期
＝
　

　
5
〜
6
歳
の
年
長
児
（
平
成
27
年
度

　
対
象
：
平
成
21
年
4
月
2
日
〜
平
成

　
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

※

5
歳
で
も
年
中
児
の
接
種
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
任
意
予
防
接
種
費
用
を

　
　
　
　
　
　
　
全
額
助
成
し
ま
す
】

　
風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
に
か
か
る
と
、

難
聴
、
心
疾
患
、
白
内
障
や
発
達
障
害

な
ど
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
や
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
二
回
受
け
た
こ
と
の

な
い
対
象
の
人
は
予
防
接
種
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
　
象
　
①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希

　
望
し
て
い
る
女
性
、
②
「
①
」
の
夫
、

　
③
妊
婦
の
夫

○
申
　
請
　
接
種
前
に
健
康
対
策
課
で

　
申
請
が
必
要
で
す
。

※

で
き
る
限
り
、
対
象
者
の
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
③
の
人

は
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
母
子
健
康

手
帳
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
　
間
　
平
成
27
年
4
月
1
日
〜
平

　
成
28
年
3
月
31
日

○
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
課
予
防
衛

　
生
班
（
☎
73
2
1
2
4
）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

原
材
料
と
重
機
等
機
械

　
　
　
　
　
　
　
借
り
上
げ
へ
の
助
成

農
業
用
施
設
整
備
の
た
め
の

　
市
内
の
農
業
施
設
の
機
能
向
上
に
よ
る

農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
に
、
砕
石
・
生
コ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
な
ど
の
材
料
や
重
機
の
借
り
上
げ

な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

二
分
の
一
を
上
限
と
し
て
市
が
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
に
つ
い
て
は
受
益
者
側
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
②
農
業
用
道
路

　
③
農
地
ま
た
は
農
作
物
の
災
害
を
防
止

　
　
す
る
た
め
必
要
な
施
設

※

県
営
ほ
場
整
備
さ
れ
た
農
地
と
土
地
改

良
区
管
轄
地
で
の
作
業
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
助
成
対
象
団
体

　
受
益
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
で
、
受
益

　
者
が
3
人
以
上
い
る
団
体
（
申
請
は
受

　
益
者
の
代
表
者
が
行
う
こ
と
）

■
助
成
額

【
原
材
料
】

•
費
用
が
20
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
10
万
円
（
上
限
）

【
重
機
等
機
械
借
り
上
げ
】

•
費
用
が
10
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
5
万
円
（
上
限
）

■
申
請
　

　
代
表
者
が
作
業
予
定
箇
所
の
位
置
図

　（
写
真
で
も
可
）
と
印
鑑
（
申
請
者
ま

　
た
は
各
種
団
体
な
ど
の
も
の
）
を
持
参

　
し
、
農
林
課
に
て
、
申
請
書
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い

■
申
請
受
付
期
間
　

　
4
月
15
日
㈬
〜
5
月
15
日
㈮
（
平
日
の

　
み
）
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　
分
（
こ
の
期
間
以
外
の
受
け
付
け
は
原

　
則
行
い
ま
せ
ん
）

■
審
査
　

　
申
請
受
理
後
、
農
林
課
で
現
地
調
査
を

　
行
い
、
事
業
内
容
な
ど
が
適
当
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
に
通
知
し
ま
す
。
審
査
の

　
結
果
、
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

　
助
成
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん

○
問
い
合
わ
せ
　
農

　
林
課
農
地
森
林
整

　
備
班
（
☎
78
1
1

 
7
2
）

○安心な手続きのために
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、
祝日、年末年始を除いて9日目以降のお渡しと
なります。
　お急ぎの場合は、パスポート窓口まで問い合
わせください。

▷取扱時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）
※申請は、渡航日程などを考慮して、余裕を持
ってお願いします。また、過去にパスポートを
取得したことがある人は、県庁への照会が必要
な場合があります。午後5時を過ぎると照会が
できなくなりますので、早目においでください。

▷パスポート窓口
　市民課住民班（☎73‒2116）　

パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
3月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

48,586人
23,174人
25,412人

（－243人）

（－111人）

（－132人）

18,134世帯（－10世帯）

　市では、使用済天ぷら油やサラダ油を回収・
精製して、再生可能エネルギーのひとつとして
注目されているバイオディーゼル燃料に再生し
ています。廃食用油のリサイクルにご協力くだ
さい。

※運びやすい容器（ペットボトルなど）に入れ
て、上記の回収拠点に持参してください。
※使用後、期間のあいた古い油や、何度も使用
し、黒くなった油は、酸化しすぎているため、
リサイクルできません。
◎問い合わせ　くらしの相談課生活環境班
　　　　　　　　　　　　　　（☎55-8069）へ

●回収拠点
　湯沢生涯学習センター、山田地区センター、
三関地区センター、弁天地区センター、幡野
地区センター、須川地区センター、高松地区
センター、ふるさとふれあいセンター、サン
グリーンゆざわ、三関ゆめ蔵ぶ、フジヤマク
リーン、稲川勤労青少年ホーム、各総合支所

廃食用油をリサイクル
 バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）
廃食用油をリサイクル
 バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）

一方通行解除のお知らせ
　北荒町の 「わかさ」 前の通りが3月から一方
通行解除になっております。
　終日交互通行が可能となっておりますので、
通行者は十分注意してください。

○問い合わせ　くらしの相談課生活環境班
　　　　　　　　　　　　　　（☎55‒8069）へ

NTT湯沢ビル
●

●マルサンカバン店
●おぎた食堂

●まつした医院●タジリ靴店

わかさ●

JAこまち本店
●

●
桐谷呉服店

●
㈲花伝

解除区間解除区間

2015.04.15
19

2015.04.15
18
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男女共同参画・少子化対策
通信

2015.04.15
20

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

第
１
回
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
試
験

（
ブ
ロ
ン
ズ
級
）を
実
施
し
ま
し
た

 

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、
三

月
二
十
九
日
に
第
一
回
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

検
定
試
験(

ブ
ロ
ン
ズ
級)

を
湯
沢
文
化
会
館

で
実
施
し
ま
し
た
。

　　

こ
の
検
定
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特

徴
や
魅
力
な
ど
を
総
合
的
に
学
ぶ
も
の
で
、

ブ
ロ
ン
ズ
級
の
試
験
内
容
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
問
う
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
六
十
人
が
受
験
し
、
配
布
さ
れ

た
問
題
を
必
死
に
解
い
て
い
ま
し
た
。
受
験

者
は
、
市
内
の
人
だ
け
で
な
く
、
県
南
地
域

の
市
町
村
や
秋
田
市
や
に
か
ほ
市
、
県
外
で

は
石
川
県
か
ら
受
験
さ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
験
者
の
年
齢
は
、
七
歳
か
ら
七

十
六
歳
と
幅
広
い
年
代
か
ら
受
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
試
験
後
、
受
験
者
か
ら
は

「
試
験
は
難
し
か
っ
た
が
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
湯
沢
の
こ
と
を
改
め
て
勉
強
す
る
機

会
が
で
き
て
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」
「
試
験

の
結
果
は
わ
か
ら
な
い
が
、
来
年
も
是
非
受

験
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

合
格
者
に
は
、
合
格
証
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ

ン
バ
ッ
ジ
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養

成
講
座
の
受
講
資
格
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

検
定
シ
ル
バ
ー
級
の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　
◎
試
験
結
果

　

試
験
当
日
の
受
験
者
六
十
人
の
う
ち
、
合

格
者
は
二
十
七
人
で
、
合
格
率
は
四
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
平
均
点
は
、
七
十

七
・
八
点
で
、
中
に
百
点
満
点
が
２
人
い
ま

し
た
。

　

来
年
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
（
ブ

ロ
ン
ズ
級
）
の
二
回
目
と
今
回
の
ブ
ロ
ン
ズ

級
の
合
格
者
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
第
一

回
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
（
シ
ル
バ
ー

級
）
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　　　　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

パ
ー
ク
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
学
術
研
究
な

ど
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
研
究
費
を
助
成
す

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
研
究
等

　
　
　
　
　
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
試
験

る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。

○
募
集
対
象　

①
日
本
国
内
の
大
学
に
在
籍

　

す
る
学
生
ま
た
は
大
学
院
生
②
日
本
国
内

　

の
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
に
所
属
す
る
教

　

員
ま
た
は
研
究
員
③
そ
の
他
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

　

パ
ー
ク
の
質
の
向
上
に
資
す
る
学
術
研
究

○
対
象
と
な
る
学
術
研
究　

①
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

　

パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た
地
形
・
地

　

質
に
関
す
る
学
術
研
究
②
ジ
オ
パ
ー
ク
と

　

地
域
の
関
わ
り
に
関
す
る
社
会
学
、
民
俗

　

学
、
観
光
学
な
ど
に
関
す
る
学
術
研
究
③

　

そ
の
他
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
質
の
向
上

　

に
資
す
る
学
術
研
究

○
補
助
内
容　

研
究
に
関
す
る
経
費
の
総
額

　

の
十
分
の
十
以
内
（
上
限
＝
三
十
万
円
）

○
対
象
と
な
る
研
究
に
関
す
る
経
費　

①
研

　

究
に
係
る
消
耗
品
費
や
原
材
料
費
②
現
在

　

の
所
属
先
か
ら
湯
沢
市
ま
で
の
往
復
交
通

　

費
③
滞
在
中
の
宿
泊
費
、
市
内
移
動
の
公

　

共
交
通
料
金

※

記
載
し
た
以
外
で
の
対
象
経
費
に
つ
い
て

は
左
記
担
当
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

■
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

　

事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
室
内
☎
55
８
１
９
５
）
へ

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ
　

出
前
講
座
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進 

　

協
議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る

　

課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
55
８
１

　

９
５
／
直
通
）

▲試験会場の様子

◀ピンバッジ

▲合格証

　結婚意識の醸成を図るため、本市の窓口に婚姻届を提出した夫婦に
結婚祝い品を贈呈します。また、祝い品に本市の特産品を使用するこ
とで、本市の魅力発信による交流人口の増加と地域経済の活性化を図
ることを目的とします。
○対　象　ご夫婦またはご夫婦の一方が次のいずれかに該当する人
　①市の住民基本台帳に記録されている人（同時転入を含む）
　②本市に本籍がある人、または新たに本籍をおく人
　③本市オリジナル「ご当地婚姻届」を利用して提出した人（6月開
　　始予定）
○開始時期　窓口での贈呈は6月頃を予定
※4月1日以降に婚姻届を出した人には、さかのぼって贈呈します。

　子どもの出産を祝福するとともに、子育て世帯の負担
軽減を図るため、出産祝い品贈呈事業を始めます。事業
開始に当たり、取り扱い店舗を募集します。
○事業の内容　出生と同時に本市に住民登録する子ども
　の親に出産祝い品を贈呈します
○出産祝い品の内容　市内店舗で使用可能な子育てクー
　ポン券
○クーポン券が使用できる品目　①育児用粉ミルク②授
　乳関連用品（哺乳瓶など）③離乳食④おむつ（紙・布）
　⑤衛生用品（おしり拭きなど）
○クーポン券取扱い対象店舗　市内で対象品目のいずれ
　か（全部でも一部でも可）を直接販売する店舗（通
　信販売、訪問販売のみとする店舗は除きます）

出産祝い品「子育てクーポン券」
　　　　　　　取り扱い店募集

ライフイベントサポート
　　　　プロジェクト委員募集

　「ライフイベントサポート事業」では、市民の視点
から企画・運営を行っていただくため「ライフイベン
トサポートプロジェクト委員」を募集します。
○事業の内容　
　①ライフイベントサポートフェスタ（仮称）事業
　　子育て講演会、子どもの絵画展、健康相談、絵本
　　展などの子育て支援のイベントを開催　
　②ライフイベントサポートブック（仮称）作成事業
　　結婚・妊娠・出産・子育てに関する情報を集約し
　　た冊子を作成

○募集人員　3人以内
○応募資格　①市内に住所を有し、現に居住している人
　②市職員または市議会議員でない人③3回の会議全て
　に出席できる人
○任　期　委嘱の日から平成28年3月31日まで
○役　割　ライフイベントサポート事業について、市民
　の視点からイベントの企画などを行い、事業の検証お
　よびネットワークの構築を図ること
○会議回数　5月下旬、7月中旬、9月中旬の3回（1
　回2時間程度）
○謝　礼　一回につき五千円
※交通費の支給はありません。

結婚祝い品
贈呈事業
結婚祝い品
贈呈事業
結婚祝い品
贈呈事業

　子育てクーポン券取扱店登録申請および
ライフイベントサポートプロジェクト委員
の応募は次のとおりです。

○申し込み方法　企画課男女共同参画・少子化対策
　室（本庁舎3階）および各総合支所窓口に備え付
　けの「子育てクーポン券取扱店登録申請書」また
　は「ライフイベントサポートプロジェクト委員会
　委員応募申込書」を下記まで直接持参または郵送
※用紙は市のホームページからもダウンロード可。
○申し込み期限　4月30日㈭必着（持参の場合は、
　土日、祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）
○申し込み・問い合わせ　企画課男女共同参画・
　少子化対策室（〒012－8501湯沢市佐竹町1番1号、
　☎55‒8274、　 kikaku@city.yuzawa.lg.jp）へ

応募方法
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138,560

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

３月分

合　　　計 20

0 0弔 慰 金 等

3 15,000協　賛　金

5,0001祝金及び寸志

1 10,000

藤原璋治氏受賞を祝う会ほか

入院見舞金

第39回秋田県こけし展コンクールほか

湯沢市市制施行10周年記念祝賀会ほか

雄勝中央病院運営委員会懇談会

見　舞　金

6 45,060接　　　遇

9 63,500会　　　費

市長日誌（３月）

交際費報告

1日（日）

2日（月）
3日（火）
4日（水）
5日（木）

6日（金）
7日（土）
8日（日）
9日（月）

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

　

四
月
卯
月
、
い
よ
い
よ
雪
国
の
春
で
す
。
春
は
草
木
が
芽
生
え
、
ヒ
ロ
ッ
コ
、

バ
ッ
ケ
、
フ
ク
タ
チ
の
春
一
番
の
味
、
桜
の
開
花
の
便
り
が
日
、
一
日
一
日
と
日

本
列
島
を
北
上
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
春
は
気
持
ち
も
張
り
、
万
物
の
生
命
の
躍
動
を
強
く
感
じ
、
生
き
て
い

る
事
の
有
り
難
さ
を
実
感
出
来
る
季
節
で
す
。
市
長
室
に
掲
げ
て
あ
る
『
や
が
て

死
ぬ　
け
し
き
も
み
え
ず　
蝉
の
声
』
芭
蕉
の
句
を
日
々
胸
に
、
時
の
無
常
、
自
然

の
変
化
を
感
じ
つ
つ
、
今
、
今
日
一
日
を
、
大
切
に
全
力
を
尽
く
す
事
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。

　

新
湯
沢
市
も
十
年
が
過
ぎ
、
新
た
な
十
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人
口
は
約

五
万
六
千
人
か
ら
約
四
万
九
千
人
に
減
、
出
生
数
は
三
百
十
九
人
か
ら
二
百
四
十

四
人
に
減
、
税
収
は
約
四
十
五
億
か
ら
約
三
十
八
億
に
減
、
職
員
数
は
七
百
十
七

人
か
ら
五
百
三
十
七
人
に
減
、
高
齢
者
八
十
歳
以
上
は
四
千
六
百
三
十
六
人
か
ら

六
千
三
百
九
十
三
人
に
増
加
、
正
に
人
口
減
少
子
高
齢
化
社
会
で
全
国
で
も
秋
田

県
は
先
行
県
で
す
。
こ
の
厳
し
い
現
実
と
将
来
を
見
据
え
、
常
に
最
悪
を
想
定
し

つ
つ
も
、
最
善
を
尽
く
す
事
が
市
長
の
責
務
で
あ
り
責
任
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
戦
略
は
、
行
政
関
係
者
は
勿
論
の
事
、
産
業
界
、
教
育
界
、
金
融
界
、

あ
ら
ゆ
る
地
域
、
市
民
、
家
庭
、
職
場
で
も
問
わ
れ
、
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
大
き
な
流
れ
で
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
簡
単
な
解
決
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
現
状
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
認
識
を
共
有
し
、
一
人
一
人
が
他
人
事
、
他
人

の
せ
い
に
ば
か
り
せ
ず
、
知
恵
を
結
集
し
、
少
し
で
も
可
能
性
を
求
め
、
戦
略
を

定
め
、
挑
戦
す
る
強
い
意
志
を
持
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
助
、
共
助
、
公
助
の

共
働
精
神
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
大
統
領
就
任
演
説
で
、
国
民
に
『
国
家
が
何
を
し

て
く
れ
る
か
よ
り
、
国
民
が
国
家
の
為
に
何
が
で
き
る
の
か
』
を
勇
気
を
持
っ
て

問
い
掛
け
ま
し
た
。『
一
身
自
立
無
く
し
て
、
一
国
の
独
立
無
し
』
福
沢
諭
吉
翁

も
学
問
の
す
す
め
で
自
主
自
立
の
精
神
を
啓
蒙
し
て
お
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
で
、
総
務
省
出
身
の
三
十
三
歳
と
若
い
新

副
市
長
を
迎
え
ま
し
た
。
よ
そ
者
、
バ
カ
者
、
若
者
が
、
地
域
を
変
え
る
起
爆
剤

と
言
わ
れ
ま
す
。
幕
末
の
吉
田
松
陰
先
生
二
十
九
歳
、
高
杉
晋
作
二
十
七
歳
、
久

坂
玄
瑞
二
十
五
歳
、
坂
本
龍
馬
三
十
三
歳
で
し
た
。
新
副
市
長
も
積
極
的
に
市
民

の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、
湯
沢
市
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
就
任
の
決
意
を

語
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
教
示
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

増田高等学校卒業証書授与式、湯沢高等学校卒業証書授
与式
市議会3月定例会（代表質問）
市議会3月定例会（一般質問）

25日（水） 福祉避難所の設置及び運営に関する協定締結式
26日（木） 湯沢商工会議所通常議員総会懇親会
27日（金） 定例記者会見、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会全員協議

会、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会3月定例会
28日（土） 戸部尚武氏文部科学大臣表彰受賞祝賀会

市議会3月定例会（一般質問）
秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望活動
（仙台市）
ＦＭ秋田出演（秋田市）
稲川中学校卒業証書授与式、山田中学校卒業証書授与式
湯沢南中学校卒業証書授与式、皆瀬中学校卒業証書授与式
企業訪問（東京都）

10日（火） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望活動
（東京都）

11日（水） 雄勝中央病院運営委員会、稲川土地改良区新処堰頭首工
改修工事竣工記念祝賀会

12日（木） 市議会全員協議会
14日（土） 三梨小学校卒業証書授与式、小野小学校卒業証書授与式
15日（日） 市長との対話集会（高松コミュニティ推進委員会）、

藤原璋治氏受賞を祝う会
16日（月） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会
17日（火） 須川小学校卒業証書授与式、湯沢翔北高等学校専攻科修

了証書授与式
18日（水） 横堀小学校卒業証書授与式、湯沢記者会送別会
19日（木） 秋田さきがけ県南政経懇話会3月例会
20日（金） 市議会3月定例会本会議、湯沢地区交通指導隊連合会総

会懇親会
21日（土） 男鹿市「市の記念日」記念式典（男鹿市）
22日（日） 湯沢市市制施行10周年記念式典
23日（月） 湯沢雄勝広域市町村圏組合　熱回収施設整備事業建設工

事安全祈願祭

24日（火） 東北農政局と市町村との意見交換会（大仙市）

さ
か
も
と
り
ょ
う
ま

さ
か
げ
ん
ず
い

よ
し

だ
し
ょ
う
い
ん

た
か
す
ぎ
し
ん
さ
く

く

ふ
く
ざ
わ

ゆ

き
ち

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

久　保　３
大　　　沢
本　町　１
中　　　央
久　保　６
菻　　　田
西　川　連
野　村　1

80
92
82
75
87
92
88
73

3.14
3.15
3.16
3.19
3.21
3.28
3.31
3.31

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

岳　ノ　下953.16 明　子

3月31日届け出分まで

泰　治
忠　一
龍　男
利　明
サ　ダ
満
喜　一
雅　夫

23
2015.04.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

小 原　慎 平くん

高 橋　春 成くん

池 部　有 希ちゃん

山 品 こと乃ちゃん

小 川　　　櫂くん

鈴 木　月 奏ちゃん

原 田　未 夢ちゃん

しんぺい

はるなり

あ　き

　　　の

　　　　　かい

る　か

み　ゆ

3.12

3.16

3.17

3.17

3.18

3.19

3.26

弘さん・まり子さん

正樹さん・エリ子さん

和也さん・弥生さん

隆さん・優子さん

猛さん・有貴子さん

泰平さん・葵さん

真平さん・恵里子さん

光　陽　台

光　陽　台

森　　　下

若　葉　町

松並表通り

愛宕町第３

中 野 町 ２

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

野 﨑　紗 良ちゃん
さ　ら

3.12 守さん・奈保子さん 新　馬　場

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

阿 部　楓 真くん

佐 藤　美 寧ちゃん

ふうま

み　ね

3.20

3.24

拓真さん・清美さん

和慶さん・幸恵さん

鍛治屋布２

梺　　　２

3.15
3.18
3.19
3.19
3.21
3.22
3.22
3.22
3.22
3.22
3.23
3.24
3.26

80
86
91
84
77
81
91
91
77
82
65
63
83

岡　　　田
清水町第4の1
深 堀 ３ 区
西新町第1の1
岩　の　沢
下　倉　内
寺　沢　上
新　木　野
杉沢裏第１
愛宕町第１
杉沢表第２
川　　　口
下　倉　内

良　子
真　人
善一郎
秋　子
雅　彥
ヒ　サ
繁　美
本　人
賢　一
本　人
深　雪
本　人
克　美

堀 内 孝二郎さん
住 吉　勝 三さん
　 　　善 德さん
大 友　直 助さん
藤 田　千 代さん
臼 井　庫 藏さん
武 田　ア イさん
小 嶋 ヒデノさん
小 沼 更時郎さん
本 田 德四郎さん
宮 澤　久 雄さん
赤 平　勇 幸さん
伊 藤 森四郎さん

　 　　永 次さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

湯　　　元
仏 師 ヶ 沢

93
82

3.17
3.26

孝　治
春　美

佐々木 ト メさん
藤 田　秀 一さん

阿 部 フヨ子さん
佐 藤　ト ミさん
三 浦　一 郎さん
古 関　進 一さん
滝 　　貞 次さん
加 藤　貞 吉さん
小河原トク子さん
沓 澤　昭 作さん

3月31日届け出分まで
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広告募集このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

平成２７年度の広告を募集します。詳しくは、市ホームページ
お知らせ欄の「有料広告の募集について」をご覧ください。
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